[Review] Terutoshi Ishihara, Dairy Industry and Region by 小杉 毅 & Kosugi Takeshi
[書評] 石原照敏著『乳業と酪農の地域形成』
著者 小杉 毅
雑誌名 關西大學經済論集
巻 31
号 6
ページ 927-935
発行年 1982-02-20
その他のタイトル [Review] Terutoshi Ishihara, Dairy Industry
and Region
URL http://hdl.handle.net/10112/14505
927 
書評
石原照敏著
『乳業と酪農の地域形成』
小
?
毅
I 
資本主義経済が産業部門間・業種間で，ひいては地域的にも不均等な発展を遂げること
は今さらいうまでもない。そして，この不均等発展が経済成長の急速な時期ほど顕著に現
われることも自明であろう。戦後日本の高度経済成長期において，工業とくに重化学工業
と第3次産業が，わが国経済史上例のないほど急激な発展をとげ，農林水産業の相対的停
滞や在来伝統工業の退衰と著しい対照をなしたことは，まだ記憶に新しいところである。
地域的には，いっぼうで三大都市圏とくに東京大都市圏における産業と人口の大規模な集
積集中とその外縁的拡大，および三大都市圏と北九朴1を結ぶ太平洋ベルト地帯の著しいエ
業化と都市化，他方では日本列島の南北両端および山間僻地の産業不振と過疎化が同時に
進行し，わが国経済にとって深刻な地域問題を提起してきた。
そして，この時期の産業立地変動や地域構造については枚挙にいとまのないほど多くの
研究が発表されている。対象を過疎問題（過疎地域）あるいは酪農業に限定しても個別研
究の数はきわめて多い。しかし，酪農業を産業不振地域に立地し易い戦略産業として位置
づけ，これを過疎地域ないし産業不振地域の再開発との関係で論じた研究はほとんどない
といっても過言ではない。本書はテーマをこの点に限定して論考した数少ない労作の一つ
である。著者は，本書の目的を，「経済の地域的不均衡の是正を念頭において，その立地特
性からして，国土の周辺部や山寄りの部分にひろがる産業不振地域にも立地し易い，牛乳
の生産・加工・流通に携わる産業を，産業不振地域再開発のための戦略産業として位置づ
け，小農の集約的な米作を主体とする日本に，もともと畑作地帯で発展した牛乳の生産・
加工・流通に携わる産業，とりわけ酪農がどのようにして導入され，どのように特異な発....... 
展傾向を示すかを経済地理学的に究明し，酪農による産業不振地域の再開発の方向性を明
らかにしようとしたものである」（著者まえがき）と述べているが， その発想，視角，内
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容のいずれにおいてもユニークかつ大胆なものがある。
本書の標題は，著者が学生の頃から約25年間にわたって追い続けてきたテーマであり，
その間「人文地理』，「経済地理学年報」，「地理学評論」などの学術専門誌に発表した論文
をとりまとめ，また一冊の書物として体系化するために大幅に加筆し，さらに幾つかの章
はあらたに書きおろしたものである。これらの研究はいずれも書斉における単なる理論の
産物ではなく，繰返しおこなわれた実態調査にもとずくきわめて実証的な研究である点も
指摘しておくべきであろう。
? ?
本書は序章と 3編12章および結章で構成され，各編のテーマは次の通りである。
序章乳業と酪農の地域形成
第I編保護体制下における乳業資本の発展と酪農地域
第I編酪農業の地域的展開と農業構造
第m編農業構造および流通構造の改革と酪農による地域の再開発
結章総括•~欧米との比較研究—
まず著者は，序章において， 1)地域と食料産業， 2)乳業と酪農の地域形成に関する
経済地理学的研究， 3)研究の課題と方法など，本書のアウトラインと研究の基本視角に
ついて述べ，読者が本書を理解するうえで念頭におくべき著者の問題意識や取り組み方を
紹介している。地域と食料産業の問題については，日本国民の基本食料として重要な牛乳
の生産・加工・流通に携わる産業の地域的展開，いいかえれば，乳業と酪農の地域形成を，
酪農の立地法則．地域類型的傾向法則，酪農の地域構造，過疎地域の再開発などとのかか
わりで考察することを強覇したあと，乳業と酪農の立地が地域の再開発に果す役割．およ
び国民経済の地域構造における乳業・酪農地城の位置づけの重要性が指摘されている。
標題に関する経済地理学的研究については，外国と日本の研究者の著作と見解が，酪農
地域の自然条件，酪農地域の形成，酪農の地域構造，牛乳の流通構造，乳業の立地，酪農
の地域的展開の将来方向などの項目に分けて紹介されている。そして本書の研究課題とし
ては， 1)日本における酪農立地がいかなる法則に規制されているか， 2)わが国の産業
不振地域に酪農地域が形成される場合，国家の政策がいかなる役割を演じているか， 3) 
生乳の流通（大市場の形成，輸送の組織とコスト，原乳価格等）と酪農の地域的展開傾向
との関係を把握する. 4)酪農による地域の再開発の方向性を明らかにするという 4点を
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掲げ，研究方法については，実態調査に基づく実証主義と帰納的方法による理論の構築を
意図し， 1)酪農の地域的分布と農業構造の態様の地域的分布との照応関係を比較検討す
る。 2)地城類型法則を定立する， 3)地域経済の構造分析を行うことを明らかにしてい
る。
第1編保護体制下における乳業資本の発展と酪農地域は，古代から現代までの乳業・
酪農の生産立地の展開過程を考察の対象としている。まず第1章では，明治維新期以前に
おける牛乳・乳製品の生産地形成が取りあげられ，奈良•平安時代の蘇・酪の製造とその
盛衰過程が鋳方貞亮氏の著作を引用して検討され，ついで江戸時代における白牛酪の生産
と挫折の経緯が嶺岡牧場を事例に紹介されたあと，明治維新期の勧農政策のもとでの牧畜
会社創設や乳肉牛の地域分布が，ここではじめて統計資料を用いて分析されている。
第2章は，明治20年代以後における原料乳の生産地形成を取り上げ，東京近県・北海道
の先進的形成と東北・西南日本の後進的形成が対照的に分析される。前者の東京近県の産
地形成については， 安房（房総丘陵）と田方（伊豆山麓）の酪農が事例研究の対象とさ
れ，農民の乳牛飼育の開始，練乳製造技術の進歩，乳業資本の発展と独占の形成， 日本最
大の牛乳消費市場ぺの近接と先進地形成との関係が考察され，後者の北海道の酪農地形成
については，優れた自然的立地条件や「酪聯」の結成など国家の保護育成政策と先進的形
成との関係が論考されている。いっぼう，東北・西南日本の産地形成については，北上山
地と淡路島三原平野の酪農が取り上げられ，田辺健一氏や平野義太郎氏の見解を紹介しな
がら，名子制度による制約（北上）や，水田一二毛作による生活安定，京阪神への出稼等
と酪農の後進的形成との関係が省察されている。
第3章は，大正末期以後の乳業資本の発展と市乳の生産地形成を論じている。まず前半
では，大正末期から昭和初期にかけて台頭した近郊酪農の典型的事例として東京市乳圏の
生産地形成がとりあげられ，これが，乳業資本の発展と既存の専業搾乳業者の没落という
両者の隆替現象との関係で詳細に考察されるいっぼう，大阪市乳圏における酪農の後進性
が， 1)乳業資本の発展が遅れ専業搾乳業者の支配が強力であったこと， 2)市乳の消費
市場が東京に比べて狭小であったこと， 3)農地の水田比率が高く自給飼料が不足してい
たこと（飼料のコスト高）などの諸要因にある点を指摘している。後半では，市乳の生産
立地の法則性の把握が問題とされ，立地の資本主義的限界が市乳生産の立地移動と分散立
地との関係で論じられており，とくに分散立地の検討にあたっては経営の小規模性（小農
民的酪農経営）と流通過程の諸問題が追求されている。
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第4章は，戦後とくに昭和30年代における国家政策による酪農地域の形成過程と地域構
造の検討を行っている。まず最初に大規模経営への発展と酪農地域の深化・拡大傾向，ぉ
よびそれを制約する要因に触れたあと，流通過程への国家介入（乳価不足払制），小農経営
の乳牛導入に対する国家保護（補助），乳製品工業への保護政策（高率関税の設定および練
乳原料砂糖戻税制）について詳述している。そして，酪農協同組合を中核とする酪農地域
の内部構造，つまり地域構成単位の相互連関性，および酪農地域（原料産地）と都市（乳
業工場）の相互依存ないしは相互対立関係が論考されている。
第I編酪農業の地域的展開と晟業構造は，わが国酪農業の地域的展開についての全国
的総論的考察と各論ともいえる水田地帯と畑作地帯に関する特定事例の比較検討を行って
いる。
第1章は，わが国酪農業の総論的理論的研究にあてられ， 日本の酪農立地の動向と牛乳
生産の地理的分布の特徴を概説したあと，酪農経営の地域類型化を試みている。まず第1
類型は酪農が他の農畜産物の生産に代替するケースで， 1)酪農が馬の仔取・育成に加わ
るかあるいは代る（北海道・岩手）， 2)養蚕に酪農が加わる（西関東・東山）， 3)和牛
から酪農へ転化する（近畿・中国）という三つの事例を指摘し，第2類型は複合経営の一
環として酪農を行うもので， 1)酪農と工業用作物・畜産物・いも・豆との多角経営（北
海道）， 2)酪農と主穀・養蚕・雑穀との多角経営（東北）， 3)酪農と主穀・養蚕との多
角経営（西関東・東山）， 4)主穀と酪農の多角経営（西日本）， 5)酪農と野菜・畜産と
の多角経営（大都市市乳地帯）という 5つの形態をあげ，これらの酪農経営の類型と地理
的分布の関係を考察している。そのあと，第I編のメーン・テーマである「酪農業の地域
的展開と農業構造」をとりあげ， 1)酪農民層分解と農業構造， 2)酪農の地域的特化，
3)酪農の地域的展開の新段階と農業構造の変化〔a)不足払制導入以後における北海
道・九州の寒冷地域の全国比の上昇， b) 近郊酪農の衰退ー一~ 地価の
上昇，畜産公害ー一〕を詳しく検討している。
第2章は，水田地帯における酪農業の地域的展開をとりあげ，近郊酪農の不均等発展の
典型的事例として大阪近郊の酪農化の特徴を分折している。まず前半では，第2次大戦前
における大阪近郊農業の不均等発展と専門地域化について分析し，泉北・泉南地域が三
島・豊能などの地域に比して自作農の割合が高く，作付作物も主穀よりは商業的農業の性
格が強いことを指摘して，酪農の導入過程と立地条件の検討をおこなっている。ここで著
者は，第 1次大戦後の農業恐慌と1930年代初期の世界経済恐慌が，水田地帯の農業に大きな
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打撃をあたえ，商業的農業への転換とともに酪農の導入をうながしたことを明らかにし，
商業的農業の性格の強い泉南郡山直下村三田（経済恐慌の危機対策として酪農を導入）と
泉北郡北池田村池田下（経営規模の大きい自作農を中心に酪農を導入）を水田農業中心の
三島郡三箇牧村と比較対照しながら，育成牛の伝統，飼料，土地等の立地条件との関係に
おいて，酪農の導入過程と地域的展開の実証分析をおこない，東京圏との比較における大
阪近郊酪農の後進性の要因を，牛乳販売市場の狭隣性とともに水田比率の圧倒的高さに起
因する自給野草飼料の不足に求めている。
後半では，第2次大戦後における市乳生産の立地変動を，販売市場および配給関係の側
面から分析している。著者によると，大阪の酪農の中心は，大戦を境に大阪市とその周辺
市郡から泉南・泉北地域へ移動したが，これは，飼料輸入の途絶と国内生産の減少によっ
て大阪市周辺に分布する購入飼料依存型の専業搾乳業者が衰退したのに対し，自給飼料比
率の高い泉南・泉北地方の酪農家が，購入飼料不足の打撃を軽微に喰いとめ，また乳業資
本による集乳圏の拡大や，乳価の高騰，酪農組合の結成による販売条件の改善，牛乳共同
処理工場の建設による乳業資本からの保護等によって，広範囲にわたり成長をとげたため
である，と分析している。
第3章は，畑作地帯における酪農業の地域的展開を，水島・総社などの工業地帯の影響
圏に包摂された吉備高原の農村を事例に，実態調査に基づいて考察している。まず高梁市
に近接した畑作の多い高原傾斜地農業の概要を説明し，ついで明治から昭和戦後にかけて
の酪農業の導入過程をあとずけ，昭和30年代以降における酪農経営の地域的差異を経営形
態と階層性の視点から考察している。そして，畑作地帯の酪農の地域的不均衡と農業構造
について述べ，最後にこの地域の酪農業の発展を制約している原料と市場の諸問題にメス
を入れている。
第1[編農業構造および流通構造の改革と酪農による地域の再開発は，地域の実情と特
性に即した酪農・流通政策による産業不振・過疎地域の再開発とその方途について展望し
ている。第1章では，産業不振地域の再開発を概観しているが，まず産業不振地域をかつ
ての成長産業が衰微した地域（養蚕地域，木炭生産地域，水資源開発の被害を受けた農業
地城）と穀物の限界地帯（辺境地帯，山地地帯，寒冷地帯，劣悪土壌地帯）に分けて各地
城の特性を分析し，地城開発政策の実行に当っては酪農を戦略産業として有効に機能させ
るために，それぞれ近郊酪農水田酪農，山地酪農に即した対策を講ずべきであると主張
している。
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第2章は，近郊酪農と山地酪農の二大酪農地域の実態を詳細に分析するとともに，わが
国酪農業の今後の発展方向を模索しつつ一定の展望をあたえている。近郊酪農について
は，都市化に伴って，土地経営規模の零細化，青年酪農者の都市勤労者への転化と酪農の
没落，糞尿による公害の発生などが大きな問題になっていることを指摘し，その対策とし
て酪農団地の形成，公害防除施設の建設など既存の事例を紹介しながら，それらを積極的
に導入する必要性を説いている。また山地酪農については岡山県「蒜山地区」の酪農をと
りあげ，ジャージ一乳牛の導入や山地開発など農民層の主体的活動によって，過疎化の進
行に抵抗した事実を評価しながら，山地地方における酪農の発展方向を示唆している。
第3章は，水資源開発によって打撃を受けた農山村の再開発を， 1)政府首導の「集約
酪農地域」の形成によって成功させた事例と， 2)酪農小農民が主体的活動によって実行
した事例をとりあげて検討している。前者については，永年牧草地の拡張とその集約化の
停滞を前に，政府が酪農振興法にもとづいて全国の山麓傾斜地帯に「集約酪農地城」の指
定をおこない，酪農の振興に取り組んだ経緯が説明されるいっぼう，そこに内在あるいは
派生する問題点が指摘されている。後者については，湯原ダムの建設によって水田農業に
大きな打撃を受けた二川（蒜山山麓）を中心に， 村有林の解放と人工草地の造成によっ
て，急傾斜・小規模草地の開発を積極的に推進した小農民運動の展開過程が詳しく考察さ
れている。そして，山麓傾斜地における「集約酪農地城」の形成と再開発の将来方向と限
界が，山林所有と国家独占資本との関係で論考されている。
第4章は，エネルギー転換によって打撃を蒙った農山村を開拓パイロット事業によって
再開発している島根県石見町の事例と地方自治体の取り組みについてと・りあげている。ま
ず調査対象である石見町日和の横谷集落が，エネルギー転換によって，零細な農業経営を
補完していた木炭生産を失い，住民の離村と出稼を招いて著しい過疎化現象をひき起して
きた農山村の現実を調査分析するとともに，その対策として工場誘致（組立工業）と構造
改善事業等による新しい農業開発（米作・出稼-*f'f・IffiiHJJ,山麓草地・水田酪農
集落の形成）によって農山村の再開発を成功させた経緯が詳しく考察されている。そし
て，開拓パイロット事業による過疎地域の再開発に，地方自治体が如何なる役割を果した
かを，区画整理事業や構造改善事業による酪農の導入と酪農経営の拡大，企業的小農業者
集団とのかかわりにおいて論考し最後に過疎地城の再開発の将来方向が展望されている。
第5章は，牛乳の流通構造の改革と乳価問題を検討している。まずわが国の牛乳小売価
格が国際的にみて高水準にあることを，市乳価格の国際比較によって明らかにしたあと，
乳業資本と牛乳専売店とのあいだの収益構造や，小売価格の地城間格差，生協や主婦連の
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参入による牛乳小売業経営の変容（協業化，専門店化，総合経営化など）が考察される。
なかでも，関西地方における生協・スーパー牛乳の進出（生産者と消費者との直結方式）
とこれに対抗する牛乳専売店の流通機構合理化・協業化（地区割隔日配達）が事例として
とりあげられ，詳細な検討がおこなわれている。
結章では，これまでの論考が欧米先進酪農国との比較において総括されている。わが国
でこれまで解明されていなかった研究課題のうち，著者自身が取り組み，実態調査を重ね
て分析・解明した課題を幾つか紹介したあと，次のような指摘を行って本書を結んでい
る。
まず第1に，欧米先進国の酪農が比較的大規模な経営でおこなわれ，地域的にも専門化
ーるのに対して，わが国の酪農業は巨大乳業資本の収奪のもとで小農経営を余儀なく
され地域的にも分散立地していること。第2に，乳業資本と地域酪農民との対立を国家政
策（「集約酪農地域」の形成など）によって緩和したことが， 独占資本主義体制のもとで
小農的酪農を再生産し，体制維持の役割を果してきたこと。第3に，加工用原料乳保証価
格制度の実施が，国土の周辺部（北海道・南九州）で牧草専用地や飼料栽培地を拡大しえ
た酪農経営を相対的に安定化したこと。第4に，酪農小農民や生協などの主体的運動が農
業構造や流通構造の改革をうながし，酪農による過疎・産業不振地域の再開発を徐々に進
めてきたこと。以上の諸点が要約され結章として総括されている。
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以上の紹介で明らかなように，本書は，わが国酪農業の地域的展開過程と地域構造を分
析した，この種の専門分野の著作のなかでは出色の労作である。とくに，斯業のかかえる
問題点を欧米資本主義諸国との比較を念頭において整理し，酪農業を地域再開発の戦略産
業として位置づけ， その将来を展望したきわめて意欲的な著作である。著者は， 本書の
「まえがき」において「産業と地域とのかかわり方に関する研究は少なくないが，••……•
国土の周辺部や山寄りの部分の産業不振地域に広範に立地し易い産業について，それを地
業とのかかわり方について研究した業績はほとんどない」と述べているが，学界における
この未解明分野にスボット・ライトをあて，詳細かつ精緻に究明したのが本書である。
一般に地域に関する研究は実態調査と実証分析を伴うのが常であるが，本書もその例に
たがわず，幾度となく現地調査と実態分析をおこない，その分析の成果をいろいろな形で
収録している。しかも本書は，実態調査が単なる現地調査にとどまらず，仮説の理論を検
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証するという視点を貫いている点に特徴がある。こうして本書は，著者が学生時代に酪農
・乳業の研究をはじめて以来，約25年間にわたって連綿として続けてきたライフ・ワーク
ともいえる労作であり，学位論文の基礎をなしたものである。
しかし，本書に注文がないわけではない。若干の注文と希望が許されるならば，次の諸
点が指摘できる。まず第1編でとりあげた原料乳の生産立地の形成に関する時代区分と叙
述内容とのあいだに若干の不整合がみられる点である。明治維新以前はともかく，明治20
年代以後の分析では，明治期が対象であるのに大正・昭和の分析がおこなわれたり，大正
・昭和戦前の分析がおこなわれるべきところで昭和戦後の論考があったりして，整理に若
干の混乱がみられる。資料の入手困難や論考の手順もあるであろうが，今少し配慮がなさ
れると著者の意図は一層説得力を増したことであろう。またこれに関連して，戦中・終戦
直後の考察がないのはなぜだろうか。酪農が壊滅状態にあったことを意味するのであろう
か。戦後の混乱期の研究に空白のみられることは，多くの学問分野に共通している点であ
るが，本書においても気になることの一つである。
第2は，国家の保護政策の意図が奈辺にあるのか，今少し明確に指摘し詳論してほしか
ったという点である。著者は，国家独占資本の要請が，富農経営を含めて小農的酪農の大
規模経営への発展を制約していることを強調するいっぼう，随所で国家による直接的・間
接的小農保護政策を評価し，経営規模の拡大を奨励しているように思われる。しかし，酪
農業における国家介入が国内斯業の育成発展を意図する反面，加工用原料乳保証価格制度
の導入や輸入乳製品に対する高率関税の設定等によって乳業資本を保護育成し，小農経営
を再生産することによって体制維持を図っている点を，もう少し鮮明に論述してほしかっ
た。
第3は，補助金政策と酪農業の変貌（内部崩壊）との関係について真正面から分析のメ
スを入れてほしかった点である。農業基本法の制定以来，補助金農政によって食用農産物
の自給率は著しく低下してきたが，この点は食生活の変化の下での酪農の変貌についても
いえるのではないだろうか。補助金農政が，家畜糞尿の農地還元によって必要な粗飼料を
完全自給していた健全な新平須協同農場を，購入飼料に全面依存する多頭飼育個人経営へ
解体したというような，いわゆる「自立農家の転落」の事例はよく知られている。国家や
地方自治体の補助金制度の在り方と酪農業の変貌についても，著者のするどい分析を期待
したいものである。
第4に，著者は欧米との比較を念頭において，酪農経営発展のメルクマールを経営耕地
面積の大小に求めているが，経営規模の大小はいかに酪農業といえども，耕地面積の広狭
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のみで計れるものではない，という点である。購入飼料に依存する多頭飼育経営を考慮の
外におくとしても，自給飼料生産における投下労働力の質と量，機械装備や投入肥料等と
の関係を抜きにしてこの問題を論ずることはできない。また，小金沢孝昭氏がいみじくも
「飼料生産可能な質の高い労働力，機械力，これを保証する資本力の結合度合の地域的特
徴が，酪農経営の進行度合の地域差となって発現する……•••」 en蚤済地理学年報J Vol. 
' 26, No. 2, 1980)と指摘しているように，この点も顧慮に十分価する問題点と思われる。
さらに欲をいえば，飼料自給型酪農業の発展を制約する土地の私的所有の問題や，工業
化が酪農業の地域的展開にあたえる影響について，著者特有の真正面からの論究を期待し
たかったし，酪農経営の地域類型化においても今少し整理された分類と詳論がほしかっ
た。
ともあれ，本書は読者に多くの示唆と感動をあたえ，学界だけでなく政策当局にも重大
な問題提起を行った近年まれにみる労作である。専門の研究者はもちろん， 日本の農業と
食糧問題，過疎現象や地城政策に関心をもつ学生には是非ー読することをおすすめしたい。
（古今書院，昭和54年10月刊， A5判， 358ペー ジ， 4,000円）
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